
3 Fukaya City Information 2夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

１１

が
主
役
主
役
の

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
地

方
分
権
、
地
方
行
財
政
改
革
の
推

進
に
当
た
り
、
地
方
の
自
由
度
を

拡
大
し
、
責
任
を
持
っ
て
行
政
を

実
施
で
き
る
「
地
方
が
主
役
の
国

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
自
己
責

任
を
問
う
も
の
で
も
あ
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
と
も
関
係
し
、
計
画

ま
ち
づ
く
り

深谷市が抱えるさまざまな問題・課題
環境、少子高齢化、教育、世代間・地域間の交流、食の問題、

地場産業の振興、緑化の推進　など

笑顔都市ふかや
の実現市民の

「力」

　学校だけに子どもをお願いするのではな
く、昔のように地域で将来の深谷を担う子
どもを育てる環境を取り戻したい！
　子ども・学校・PTA・地域が一体となっ
て取り組める ｢ ガーデニング ｣ を通して、
豊かな心を持った子どもを育てようとい
う取り組みです。また、この取り組みによ
り学校と地域間に交流が生まれることで、
ガーデニングをし
ているかたたちが、
犯罪から子どもを
見守る『地域の目』
となっています。

ふかや学校花はなプラン
　公園や道路、緑地などの公共空間を市
民・学校・事業者が里親と
なり緑化、美化・清掃活動
などを行い、これを、市が
支援するものです。

アダプト・プログラム

　個人の庭を一般に公開し皆さんに楽し
んでもらう試みで、深谷では ｢深谷オー
プンガーデン花仲
間 ｣ という花を愛
する人たちが行っ
ています。

　ガーデンシティふかや推進室では、
毎月季節に合わせたさまざまなガー
デニング教室を開催しています。初
心者のかたも大歓迎
ですので、お気軽に
ご参加ください。

ガーデニング教室

　

今
や
深
谷
市
は
「
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
導
の
花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
モ
デ

ル
市
と
な
り
ま
し
た
。
花
は
、人
々
の
心
を
繋つ
な
ぐ
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」
の
推
進
は
、
市
民
参
加
よ
り
一
歩
進
ん
だ
、
市
民

が
ま
ち
を
つ
く
る
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
教
育
立
市
」
を

目
指
し
て
お
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
現
在
、
教
育
と

福
祉
が
創
造
的
に
連
携
し
た

「
人
づ
く
り
」
と
し
て
の
「
深

谷
モ
デ
ル
」
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

現
在
、
建
設
の
準
備
を
進
め

て
い
る
「（
仮
称
）
深
谷
市

立
教
育
研
究
所
・
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
」
内
に
全
国
に
先

駆
け
、
分
教
室
と
し
て
通
級

指
導
教
室
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
な
ど
を
開
催

し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
拠
点
と
な
り
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で

　
　
　

心
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

心
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り

的
で
目
標
管
理
の
徹
底
さ
れ

た
行
政
経
営
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
時

代
を
的
確
に
と
ら
え
、
輝
き
を

失
う
こ
と
な
く
、
計
画
的
な
行

政
運
営
や
地
域
振
興
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く

り
だ
け
で
は
な
く
、
課
題
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
希
薄

に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
復
活
さ
せ
、

解
決
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

step

２２

step

■毎月、教師を対象とした講習会を開催

ひ
と
を
育
て
る

ひ
と
を
育
て
る

　

植
木
鉢
の
一
輪
の
花
を
育
て
る
こ
と
か
ら
庭
へ
、
そ
し
て

地
域
へ
広
が
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
。
そ
れ
と
と
も
に
、
花
を
育

て
る
優
し
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
が
繋
が
っ
て
い

く
。「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
」
は
、
花
を
通
し
て
、
人
の

交
流
を
深
め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　　　　市内の花壇や空き地に花を植栽したり、花壇に植栽する
　　　花を育てたり、市内の花いっぱい運動に関するお手伝いを
しています。ガーデニングボランティアに登録すると、市から配
られるガーデニングスケジュールの中から、自分が出られる日程
を選んで参加できます。
　また、講習会やガーデン視察などを計画し、技術向上とともに
親睦や交流を深め、楽し
く作業ができるようにし
ています。

　県の施設※を借用し「ふかや緑の王国」を建
設します。この事業は、市民が企画立案から参
加し、楽しみながら事業を展開する「市民の手
によるまちづくり」のモデルとなる事業です。
６月 19日㈭・21日㈯には説明会を開催し、随
時「開拓ボランティア」を募集してまいります。

ガーデニングボランティア

オープンガーデン

※県の施設：農林総合研究センター園芸研究所深谷試験地跡

特集あ
な
た

1
市
職
員

受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布　

市

役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内
な

ど
で
、
７
月
１
日
㈫
〜
８
月
１

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
ま
で
配
布
し
ま
す
。

受
験
案
内
・
申
込
書
の
郵
便
に
よ

る
請
求
方
法　

返
信
用
封
筒

（
１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼は

っ

た
A4
判
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入

る
封
筒
で
、
請
求
者
の
住
所
・

氏
名
を
記
入
）
を
同
封
の
上
、

「
受
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き

し
、〠
３
６
６
‐
８
５
０
１
（
住

所
省
略
可
）・
深
谷
市
総
務
部

経
営
管
理
課
に
請
求
（
７
月
23

日
㈬
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
発
送
は
７
月
１
日
以
降

と
な
り
ま
す
。

受
験
手
続
き　

所
定
の
申
込
書
を

７
月
29
日
㈫
〜
８
月
２
日
㈯
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
８

月
２
日
は
午
後
４
時
）ま
で
に
、

市
役
所
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
郵
送
不

可
）。

試
験
日
・
会
場　

第
１
次
試
験
＝

９
月
21
日
㈰
・
埼
玉
工
業
大
学
、

第
２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格

者
の
み
）
＝
10
月
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ　

経
営
管
理
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
６
）
へ

2
消
防
職
員

受
験
案
内
・
申
込
書
の
配
布　

消

防
総
務
課
な
ど
で
、
７
月
１
日

㈫
〜
８
月
１
日
㈮
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
配

布
し
ま
す
。

受
験
手
続
き　

所
定
の
申
込
書
を

７
月
29
日
㈫
〜
８
月
２
日
㈯
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
８

月
２
日
は
午
後
４
時
）ま
で
に
、

消
防
総
務
課
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
郵
送
不
可
）。

試
験
日
・
会
場　

第
１
次
試
験

＝
９
月
21
日
㈰
・
深
谷
市
消

防
本
部
、
第
２
次
試
験
（
１

次
試
験
合
格
者
の
み
）
＝
11

月
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課

（
☎
５
７
１
‐
０
９
０
０
）
へ

募集市職員 防職員消＆

募集市職員 防職員消＆

　あなたもガーデニングを通
してまちづくりの主役になっ
てみませんか？
　問い合わせは、ガーデンシ
ティふかや推進室（☎ 551
－ 5551）へ


